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主 な 記 事

１面 北部方面総監初度視察
2面 自衛官候補生修了式

ドアガン射撃
3面 化学火工品集合教育

柏葉高校取材
4面 美幌駐屯地記念行事
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第５旅団（旅団長 岸良陸将
補）は令和７年６月２日から４日
までの間、「第４２代北部方面総
監 井土川 一友 陸将による初
度視察」を受察しました。
井土川総監は、旅団各部隊・駐
屯地の視察を行い、部隊の現況を
把握するとともに、隊員との懇談
を通して士気の高揚を図りました。
旅団は引き続き、総監要望事項
の「強靭」、「信頼」を具現化す
るため任務に邁進していきます。
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令和７年度
ドアガン射撃訓練

旅団は、５月２５日から２８日及び６
月４日から７日までの間、然別演習場及
び静内対空射撃場において、「令和７年
度ドアガン射撃訓練」を行いました。
本訓練は、第５飛行隊（隊長 小島２
佐）が担任して旅団隷下各部隊が参加し
多用途ヘリコプター（ＵＨ－１Ｊ）の機
関銃搭載架台を使用した機関銃射撃訓練
を実施し、射撃練度の向上を図りました。
各部隊は、安全管理を徹底しつつ、練
成の成果を十分に発揮して射撃目標に迅
速・正確な射撃を行いました。

「自衛官候補生」から「2等陸士」へ

旅団は、６月２８日、美幌
駐屯地において、「令和７年
度自衛官候補生課程教育修了
式」を行いました。
本教育は、第６即応機動連
隊（連隊長 中津１佐）が担
任し、教育隊長（松本准尉）
を核心として約３カ月間にわ
たり、昼夜を問わず教育を行
い、候補生達は同期とともに
成長し立派な自衛官になりま
した。

今後は、各職種の部隊に分かれて特技教
育を学び部隊へと配置されます。

射撃本番

射撃本番

副旅団長視察

地上での練成

事前教育

旅団長から褒賞状を受賞 服務の宣誓

記念撮影
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旅団は、６月１６日から２０日の間、帯
広駐屯地及び然別演習場において「令和７
年度化学火工品処理技能者集合教育」を行
いました。
本訓練は、第５化学防護隊（隊長 山本
３佐）が担任して旅団隷下各部隊が参加し、
旅団各部隊の化学火工品処理技能者の養成
要員に対して教育を行い、必要な知識及び
技能を修得させるとともに、すでに化学火
工品処理技能を有する隊員に対しても、練
成訓練を実施して技能の維持向上を図る事
を目的に実施しました。
旅団は、発煙・発音、爆発、照明などの
効果を表す化学火工品を正しく取り扱い、
安全に使用することで、より実践的かつ効
果的な訓練環境を醸成していきます。

旅団は、６月１８日、帯広駐屯地に
おいて北海道帯広柏葉高等学校新聞局
による取材訪問を受けました。
今回取材に来たのは帯広柏葉高等学
校の新聞局で高校の新聞を発行するに
あたり第５旅団を取材のために訪問さ
れました。
第５旅団副旅団長兼ねて帯広駐屯地
司令の井上１佐が取材に応じ、駐屯地
史料館において自衛隊の概要、旅団の
役割など歴史と合わせて説明を行い、
高校生の様々な質問に答えています。
その後、史料館に所蔵する歴史的資
料や国際貢献、災害派遣の記録などを
見学していただき、最後に、第５音楽
隊（隊長 武藤２尉）による音楽演奏
を鑑賞して本取材を終えました。
旅団は引き続き、ご要望等に積極的
に応えて参ります。

令和７年度化学火工品処理技能者集合教育

質問に答える副旅団長

概要説明

音楽鑑賞
記念撮影

座学 火工品の実技訓練
火工品取り扱い
の展示説明

火工品爆発の瞬間

教育開始式

質問をする生徒

史料館見学
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第５旅団
ホームページ

検 索 各種イベントや部隊の紹介、過去の「ひがし北海道だより」など情報が盛り
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